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フ

リ

ー
ド

リ

ヒ
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ッ

ア
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ン

統

計

學

に
於

け

る
將

來

の
領

域

.
・
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.

コ

ラ

ド

・
ヂ

ニ

保

護

關

税

の
合

理
化

:

・
:

・
:

・
法
學
博
士

神

戸

正

雄

南

満

洲

に
於

け

る
我

租

税

制

度

:

:

・
縄
蒙

博
士

汐

見

三

郎

租
税
滞
納

の
統
計
的
観
察

:
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:

経
濟
學
士
中

川

與

之

助

b
i
艶

…
ご
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～

隔置

場
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瞥
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-

旧

-

噛

噛

旧

朋
文
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・
塔

・
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・
贈
η

…出

」忙

降
り

な
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を
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ゑ

ヨ

お

ぢ

　
う
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づ
や

ゴ

ポ
ド

し

ね
レ

じ
ハ

鰓
腺
脈
農

村

人

口

及
農

村

状

態

軟
瑚

一

推

算

・
繹
濟
學
博
士

本

庄

榮

治

郎

国
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢

の
謁
謬

…

経
濟
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士
岡

崎

文
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と
期
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と
の
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闇
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係

・
・
経
済
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士

谷

口

吉

彦
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穀
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要

に
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て

:

・
:

・
:

経
済
學
士

八

木

芳

之

助

統

計

學
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課

題

疏

景

気

攣

動

の
研

究
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縄
濟
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士

蜷
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三

フ
ラ

ン

ス
に
於
け
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:
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濟
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士

松

岡

孝

兄
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統

計
特

に
通
貨

統

計

に
就

い
て

:
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濟
學
士
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谷

實

失

業

統

計

の
方

法

に

つ

い
て
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士

益

田

熊
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統

計
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の
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較

:
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治

野
鶴
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警

及
統
計
里
晟
馨

記
事

同
統
計
圖
書
展
覧
會
出
品
目
録



統
計
學

の
課
題

と
し
て
の
景
氣
攣
動

の
研
究

第
三
十

二
巻

一
六
八

統
計
學

の
課
題
こ
し
て
の
景
気
攣
動

の
研
究

蜷

川

第

一
號

一
六
八

虎

三

四

ドヒ　ド
　
サ
レ
ケ

の
ロじ
ト

し
ドし

　
コげ
ヘ
サ

サ
コし

ノ
ロ

コ
　ト

ノ

ロコル
ロ

マ
　

ロトム
ロ

コ

ロ

コ
へ
らド
ロタコ　
コん
ぞ

繕

漣
.堺
.の

動

き

髪

綱

割

に
照

て

振

A
、

圭

た

、

こ

れ
を

祠

料

に

し

て

紬

制

継

嗣

飛

を

桐

盛

こ

ビ

は

、
遍

神

甚

κ

盛

ん

で

あ

っ

て

、

恰

も

一
の
流

行

の
如

き

観

を

呈

し

て

み

る
。

殊

に
、

最

近

の

、

世

界

恐

慌

は

我

国

に
於

て

も

一

層

景

気

の
憂

動

の
問

題

に

、
學

者

、
實

際

家

の
關

心

を

生

ぜ

し

め
、

景

気

の

實

謹

的

研

究

、
景

氣

の

豫

測

、

財
界

の

バ

ロ
メ
ー

タ

ー

等

々

、

私

の
所

謂

、

統

計

的

研

究

が
盛

ん

で

あ

る

。

、

億

然

ら

ば

、

此

等

の

研

究

は

、

果

し

て

、
経

済

學

の

研

究

に
於

て

如

何

な

る
意

義

を

有

ち

、

如

何

な

る

程
度

の

科

學

性

を

有

つ
も

の

で

あ

ら

う

か

。
我

々
は

、

そ

れ

が

、

軍

に
統

計

を

材

料

こ

す

る

の
故

を

以

っ
て

必

ず

し

も
事

實

を

語

る

も

の

こ
す

る

こ

ご

は

出

家

な

い

。

ま

セ

、

種

々

な

る
数

理

的

取

扱

ひ

を

な

す

の
故

に

、
精

密

な

る
科

學

的

分

析

を

加

へ
だ

る

も

の

ご
な

す

こ

ご

は

出

来

な

い
ひ

蓋

し

、
統

計

は

、
大

量

の

認

識

把

握

の
方

法

並

び

に
そ

の

程

度

の
如

何

に
依

り

、

そ

の

正

確

性

と

信

頼

性

を

異

に
し

、

ま

た

、

統

計

の

解

析

は

、
特

定

の

理

論

な

く

し

て

は

、

こ

れ

を

行

ひ

得

な

い
も

の

だ

か

ら

で

あ

る
。

故

に
此

等

の
研

究

は

先

づ
経

濟

學

の

理

論

か

ら

、

換

言

す

れ

ば

、

経

・)氷 詰揚銭拙 稿諸言舷 、辣 に 「統計の解 …免、批 到、解柵(第 三+一 巻 第 二號)

瀞及 び 「大量 に就 い て」(第三十一巻第六號)参 照



濟

學

の
方

法

論
的

立

場

か
ら

、
充

分
な

る
吟
味

ざ
、
批

判

ど
を
受

け

ね

ば
な
ら

漁
。

殊

に
、
最

近

の
我
国

に
於

て
見

る
如

く

、
所

謂

、
賞

讃

的
研
究

な

る
も

の
が

、
経
済
學

の
研
究

の
領

域

に
於

て

一
の
強

き
傾

向

を

示
す

際

に
於

て
は
、

こ
れ

が
、
理

論

的
吟
味

ご
批

判

ご
は
重

要

で
あ
り

、
そ

の
許

る
さ

る

㌧
限

り

に
於

て
、

こ
れ
を

認

め
、

し

か
も
、

そ

れ
以

上

に
出

で

澱

こ
ご
を

必
要

ご
す

る
。
此

の
意

味

に
於

て
、
私

は

、

従
来

の
、
統
計

的
研
究

足
し

て
行

は

る

～
景

気
凝

動

の
研

究

が
如

何

な

る
も

の
で
あ

る
か
を

、
先

づ
充

分

に
理
解

し

て
見

花

い
ど
思

ふ
。
勿

論

、
淺

學

未
熟

な

る
私

の
如

き

が

、
方

法

論

的

に
吟

味

し

、
批

判

す

る
榛

な

こ

ご
は

、

全

く
不

可
能

で
あ

も

、
ま
れ
意

岡

す

る
所

で
も
な

い
。
湘

穿
私

は

恥

こ
れ

が

一
の
統
計

的
研

究

で
あ

る
限

り

,
主

た

る
研
究

方

法

ご

し

て
、
統
計

方

法
を

採

っ
て

み

る
の

で
あ

る
か
ら

、
如

何

な

る
意
義

に
於

て

、
如

何
な

る
統
計

方

法

が
採

用

さ
れ

、
ま

π
そ

の
研
究

結

果

に
、
如

何

な

る
意
味

を

與

へ
て

る

る
か

を

、
統

計
學

の
課

題

こ

し

こ
の

方

向

か
ら
見

や
う

ε
す

る

に
過

ぎ
な

い
。
蓋

し

、
統

計

學

は

、
統

計

方

法
を

劃
象

ε
す

る
研
究
.方

法

の
學

問

で
あ

り
、
統

計

方
法

が
遺

傳

の
研
究

を
進

歩

せ
し

あ

、
ま

π
遺

傳

の
研
究

が
、
統

計
方

法

を
登
達

せ
し

め
π
る

が
如

く

景
気

憂

動

の
統

計

的

研
究

は
、
統
計

方

法

の
採

用

に
よ
り
行

は

れ
、
前

者

は
ま

だ
後

者

の
進
歩

登
達

に
貢

献

し

だ

ネ

`
所

、
決

し

て
少

く
は

な

い
か
ら

で

あ

る
。

ゆ

ゑ

に
、
私

の
本

文

の
研
究

は

、
景
気

鍵

動

の
統

計

的

研
究

の
、
具
膿

的
な

る
統

計

方
法

よ

り

の
理
解

で
あ

り

吟
味

で
あ
り

、
從

っ
て
ま

セ
そ

れ
ら

の
問

題

の
詳
細

な

る
研
究
を

豫
恕

し

セ
概

観

で
あ

る
。
此

の
意

味

に
於

て
、

統
計
學
の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動
の
研
究

第
三
十
二
巻

一
六
九

第

一
號

一
六
.九
曾
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統
計
學
の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動
の
研
究

第
三
十
二
巻

一
七
Q

第

一
號

一
七
〇

本
文

も
亦

、
拙
稿

、
「
経

済
統

計

論

の
性

質

に
關

す

る

一
考

察
」
(
田
島
博
士
記
念
論
文
集
、

一
九
二
七
年
)
を

出
登

鮎

ざ
す

る

一
聯

の
研
究

の

一
項

を
な

す
も

の

で
あ
り

.
特

殊
研
究

の
座
標

決
定

へ
の

一
道

程

把

る
試

論

に
過

ぎ

滋
。

二

塵
く
乱

邑

力

)
卜〇
十

サ

『
二
藍
"〉
=己
E

)

ロ

、

藁

ヨ

ケ

ニ

、

1

琵

む

・
,
f

3
・己
～
.
し

〕
二

一、二
)

こ

)

k

、

」
二

、

薄

葬

編
〃重

σ
一菊
三
言
白
;
伺
タ

カ

琴

酒
∂

、
女

く

碧

摺
'自

ゼ

痢

編

創

ゼ

相

当

ピ

賠

老

ゼ

蓋

!
,
≠

¢

に

暴

く

頃
尽
く
口
己

夫

學

の

℃
Φ
話
。
塁

敷

授

一
派

の

研

究

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

勿

論

勤

古

く

よ

り

、

経

済

界

.に

、

循

環

的

運

行

(≦

巴

自

σ
2

、①
σq
巷

喚

9

∩
浮

巴

ヨ
9
、㊤
25
。
艮

9

讐

。
君
民

9
μ)

の

あ

る

こ

ε

は

認

め

ら

れ

、

種

々

の

研

究

の

行

は

れ

だ

こ

ご

は

、

學

史

的

に

、

我

々

の

知

る

所

で

あ

る

が

、

よ

り

實

謹

的

・
統

計

的

な

る

研

究

ざ

し

て

、

近

来

盛

ん

な

る

循

環

的

運

行

の

統

計

的

研

究

の

先

駆

を

な

せ

る

も

の

は

、

の

自

画8
冨

『

の

研

究

.で

あ

る

Q

蓋

し

旨
ぎ

冨

=

の

研

究

.は

、

》乱

闘σ

ω
讐

些
窃
o

N
三

。。
o
ず
窪

≦
凶器

。
訂

雰

爵
o
o
諾

威
ω
。
7

の

募

8
蔚

窪

窪

ρ5
ユ

口
鉾
『
。
旨
監

・・9

ω韓

響

陶ω。
げ
2

>
昌
①
寄

筏

、
ご

さ

へ
考

へ
ら

れ

て

る

る

か

ら

で

あ

る
。

併

し

、

=
嘆
く
母
ユ

大

學

一
派

の

研

究

方

法

は

、

冨
ぎ

冨

=

の
研

究

の

富
国
島
o
巳
註

。。団・
三
目
σq

で

あ

る

ご
云

ふ

こ

ご

に

依

り

、

り

特

徴

づ
け

ら

れ

る
位

に

、

そ

の
統

計

的

研

究

は

、

従

来

の

、

統

計

に

よ

る
説

明

的

・
叙

述

的

の

も

の

で

は

な

一

、

統

計

解

析

法

の

多

方

面

な

る
癒

用

に

よ

る

も

の

で

あ

る
。

私

は

、

い
ま

、

か

＼

る
方

向

に
於

け

る

囚
。
ユ
毒

巨
=
「

或

は

国
8

コ
。
三
一。

。
「
鴨
二
。・
げ
霧
・・
。
楓
包
の

(津

6書
註

。
昌
)

の
研

究

を

、

景

気

愛

動

⑳
統

計

的

研

究

ご

籍

し

て

、

こ

、

　

に
.問

題

に
し

て
見

π

い
ご
思

ふ
。
此

の
種

の
研
究

は
、

北
米

合
衆

国

に
起

う
、
ま

弛

現

に
、
最

も

盛

ん

で

あ

る

3)

4)
5)

6)

Cf.WesleyC.Mitchell,.BusinessCycles,The ,problemandItsSetting,New

York1930Pr)・200-201.

Vgl.ErnsヒWagemann,Ko可11nkturlehre,Berrin互928・Finleitang・

California,Vol.3,Mitchell,BusinessCycles,Memc)irsoftheUh..置iversityof

Bei『keley1913.

Wagemann,a・a・O.S・7.

.



特
殊
な
地
位
を
占
め

-・
」

ゐ
るま
。?と
我、

園研
に究
於所
ての
も 女日
蓮き
やも
か相
に究
轍い
入で
'J鰍-

Eugen Altschul， Konjunlζ!l1rtheorIe und I{:>"junHurstatisl:il_， Archiv fur Sozi. 
alwissenschaft und Sozialpolitik， 55 Band， L Heft， '926， S. 6，. 
私は、 ζ 主には景気場動。研究が経済事上如何なる撃的性質を有ち従って如
何なる研究方法に従はねばならぬか、また、その意味に於いて、景気聖書動の
統計的曹干究は如何なる意義を有っかとま川、様な方向に 1沿いで(例へ~-Carcl1，
E. ， Soz旧lökon.omi~che Theorie und Konjm.l.k.t¥ユrproblem1929}は全〈鯛れたい・

一
か
、
欧
洲
諸
国
に
於
て
ち
、

こ
の
流
を
混
む
者
、

決
し
て
少
な
く
は
な
く
、

起
り
、

経
済
の
理
論
及
び
質
際
の
研
究
に
於
て
、

さ
れ
、

A
l
j
l
ド
式
の
統
計
解
析
法
は
、

種
々
な
る
質
謹
的
研
究
に
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

特
に
時
系
列
の
解
析

に
於
げ
る
、
長
期
鍾
動
傾
向
(
お

2
-
2
5
E
)
や
、
季
節
的
措
置
動
(
出
向

2
0
E
-
E江主
oz)

の
算
定
、
相
関
係
敷

の
算
出
の
如
き
は
、
殆
ん
ど
常
識
さ
な
っ
て
ゐ
る
が
如
き
観
が
あ
る
。
併
し
そ
れ
が
、
如
何
な
る
根
擦
に
於
て
求

め
ら
札
ま
た
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
ま
わ
仏
、
経
済
率
上
、
如
何
な
る
意
味
を
有
っ
か
に
就
い
て
は
、
借
り
省

り
み
ら
れ
ぬ
様
で
ぬ
る
心
所
が
m

間
関
門
町
買
は
』
』
、
、
じ
わ
る
の
で
島
若
し
、
仙
の
一
部
M
Y

帯
地
叫
が
れ
ゐ
な
ub
ば、

そ
れ
は
、
車
に
、
計
算
の
持
苦
に
耐
へ
允
さ
云
ふ
以
上
の
意
味
以
外
じ
は
、
何
等
の
意
義
を
認
め
難
h
w

で
あ
ら
う

蓋
し
、
経
済
撃
の
領
域
に
於
げ
る
統
計
的
研
究
は
、
車
な
る
算
術
の
親
習
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
此
の
意
味
に
於
い
て
、
本
文
に
於
て
も
、
こ
、
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
意
味
の
景
気
量
動
の
研
究
じ
於
て

採
用
さ
れ
る
個
々
の
統
計
解
析
怯
を
紹
介
し
且
っ
そ
の
一
般
的
根
醸
ぜ
意
味
ご
じ
云
ひ
及
ば
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ら
う
。
而
し
て
、
そ
の
詳
論
は
、
本
丈
の
績
稿
に
於
い
て
、
試
み
た
い
さ
思
ふ
。

一一一

景
気
麗
動
の
統
計
的
研
究
は
、
経
梼
界
が
、
循
環
的
運
行
を
な
す
こ
さ
を
前
提
ざ
す
る
。

何
軒
の
研
究
に
於
て
も
、
こ
の
前
提
に
は
、
か
は
り
は
な
い
が
、
そ
の
循
環
的
蓮
行
の
概
念
規
定
に
は
大
な
る

統
計
畢
四
課
題
と
し
て
白
景
集
痩
動
白
研
究

第
三
十
二
巻

第
一
務

一
七

一
七

号干



統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
氣
憂
動

の
研
究

第
三
十
二
巻

一
七
二

第

一
號

一
七
二

差

違

が

あ

る

。

帥

ち

、

囚
o
且
∈
詩

2
触

ご

云

は

れ

、

⇔⇔
=
・・
ぎ
2

。。

受

∩
δ

ご

呼

ば

れ

て

も

、

學

者

、

必

ず

し

も

同

一
の

の

見

解
を

有

ち

、
同

一
に
規

定
し

て

み
る
澤

で

は
な

い
。
経

濟

學

の
研

究

に
於

て
、
如

何

に
規
定

せ
ね
ば
な

ら

鎗
か

は

、

い
ま

私

の

こ

、
に
問

題

ビ
す

る
所

で
は

な

い
が
、
併

し

、
少

く

も

、
暴

無
憂

動

の
研
究

が
、
統

計

的

研
究

で

あ

る
限

り

、
そ

の
研

究

対
象

π

る
循

環
的

運

行

が
.
統
計

解

析
を

可
能

な

ら

し
む

る
程

度

に
、
明

確

に
規

定

さ
れ

ね

ば
な

ら

跨
。
然

ら

ず

ん
ば

.
材

料

湿

る
統

計

の
選
揮

も

、
研
究

方

法

た

る
統

計

方

法

も
、

こ
れ
を
定

む

べ
き
何

等

の
基

準

も
與

へ
ら

れ

鎗

こ
ご

、
な

る
か
ら

で
あ

る
。
勿

論

、
そ

の
研
究

の
結

果

が

、
纒
濟

學

上

、
如
.何

な

る
意

味

を

有

つ
か
は

、
全

く
別

個

の
問

題

で
あ

る
。
然

ら

ば

、
従
来

の
研

究

に
於

て

、
如

何
な

る
見

解
を
有

ち

、
循

環

的

運
行

を
如

何

に
規

定

し

た

で
あ
ら

う

か
。

甲
{
・
U

窓
。
臭

敏
授

に
依

れ
ば

、

∩
。
自
門き

斤
が
、
憂

動

の
原

因
を

、
長

期

的

、
　循

環

的
及

び
偶
然

的
原

因

の
三

個

に
分

つ
泥

立
場

を
如

何
な

る
程

度

に
ま

で

ビ
る
か

に
依

っ
て

、
循
環

的
運

行

に
關

す

る
見

解

が
異

っ
て
く

る
と

説

い
て
み

る
。
從

っ
て
、
此

の
立

場

よ
b
す

れ

ば
、
三

個

の
場

合

が
あ

h
・得

る
鐸

で
あ

る
。
第

一
、
全
然

、
此

の

原

因

の
匪

別
を

認

め
ざ

る
も

の
、
第

二
、
長

期
的
攣

動
原

因
を
除

却
し

て
、
循

環

的

及

び
偶
然

的
原

因

の
共

に
働

ら
く
結

果

を

見

る
も

の

、
第

三

、
長

期

的
及

び
儒
然

的
原
因

を

共

に
除

却

し
た

る
結

果
を
見

る
も

の
、
即

ち

こ
れ

の

で
あ

る
。

第

一
の
場

合

に
於

て
は

、
軍

に
、
循
環

的

運

行

ご
云

ふ
の
み

に

て
、

こ
れ
を
測

り
得

べ
き

も

の
ご
し

て
、
何
等

丸 谷 喜 市 氏 は 其 の 論 文 、 景 氣 現 象 の 本 質(国 民経 済 雑 誌 四 八 の 五 及 び 六}昭8)

和 五 年)に 於 てMitchell,Pe脚n5,Ca55el,Wl⊥gemann等 の 見 解 を 紹 介 、 論 評.

し て お ら れ る.o

な ほ 高 田 保 馬 博 士 、 景A動 論 、 昭 和 三 年 、第 二 部 第 四 章 第 一 師 景 氣 受 動 の

意 味 参 照
H.L.Moor,GeneratingEconomicCycles,rCenvYork1923,PP・2-5(拙 課9)



の
量
的

規
定

が
な

い
か
ら
、
僅

に
、
統

計

に
よ

っ
て
、
説

明

的

・
叙

述

的

記
載

を
な
す

に

ご

腰
ま

b
.、
所

謂
統
計

の

経

濟

的
説

明
を

な
す

に
ご

Ψ
ま

り
、
進

ん

で
統
計

解
析

を
行

ふ

こ
ご
は

、
不
可
能

で
あ

る
。

か

、
る
種

類

の
研
究

が
、
経
濟

學

の
研

究

に
於

て
有

つ
意

義

は
別

こ
し

て
、
少

く
も
本
文

に
問

題

こ
す

る
景
気

受

動

の
研
究

に
は
属

さ

ぬ
も

の

で
あ

る
。

第

二
、
第

三

の
場

合

に
於

け

る
見

解

は

、
そ

の
研
究

の
出

螢
鮎

こ
し

て
、
統
計

の
時
系

列

を

ε
る
。
時

系
列

よ
・

り
、
長
期

憂

動
傾

向

を
除

却

し

た

る
も

の

が
循
環

的
運

行

で
あ

る

こ
し

(第
二
の
場
合
)
或

は
、
長
期

慶
動

傾
向

巴
偶

然

的

(
不
幌
別
的
)
凝

動
セ

共

に
除

却

せ

る
も

の
が
循
環

的
難

行

な

り

寵

す

る

(第
蔦
の
揚
食

。

此
等

の
場

奮

に
於

て

若

し
、
統
計

系
列

の
各
項

が
年

を
軍

位

こ
せ
す

、

月
を
軍

位

ざ
す

る

も
の

で

め
れ
ば

、
時
系

列

よ
り
季

節

的
鍵
動

を

除

却

す

る
。
此

の

二

つ
の
場

合

に
於

い
て

は

、
統

計

的
研
究

の
劃
象

を
規

定

し

て
、
具
禮

的

で
あ
b

、
且

つ
敷

量

的

で
あ

る
。
即

ち

、
時

系

列

ご
し

て
認
識

し
得

る
も

の
な

る

こ
ざ
、
及

び

、
時

系
列

鳳

、
季
節

的
鍵

動

.
長
期

憂

動
傾

向

、
偶
然

的

受

動

、
循

環

的

運
行

に
解

析

し
得

る

こ
ご
を
假
定

す

る
。
此

の
場
合

、
循

環

的
運
行

は

、
軍

に
波
状

的

運
動

を
指

す

も

の

で
は
な

く

、
特

定

の
意

義

の
規

定

せ
ら

れ

起

る
も

の

で
あ

る
。
私

は

、
特

に
、

こ
れ

ヘ

へ

も

を

、

一
般

的
意

味

に
於

け

る
循
環

的
運

行

ご
匿

別
し

て
、
循
環

期

ビ
呼

ぶ

こ
ご

、
す

る
。

か

、

る
假
定

に
出

登

す

る
場

合

、
そ

の
対
象

の
分
析

に
於

て
適

正

な

り
や
否

や

は
理
論

上
問

題

こ
な

る
が

、
か

㌦
る
規
定

を

與

へ
る
限

り
、

一
慮

は

、
統

計

解
析

は
可
能

で
あ

る
。

そ

の
解

析

の
結

果

が
、
何

を
如
何

な

る
程
度

統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
氣
憂
動

の
研
究

第

三
十
二
巻

一
七
三

第

一
號

一
七
三

経済循環期の統計的研究 百四十一頁以下参照)



統
計
學

の
課
題

と
し
て
の
景
氣
霧

の
研
究

第

三
±

一巻

一
壷

第

一
罪

,
一
七
四

に
語

る
か
は

、
か

、
る
假

定

の
理

論

的
意
味

が
明
ら
が

に
せ
ら

れ

、
ま

た

、
材

料

π

る
統
計

及

び
統
計

解

析
法

が

與

へ
ら
れ

て

の

み
明

ら

か

ご
な

る

こ
ご

で
あ

る
。
而

し

て
、
右

に
掲
げ

だ
所

の
、
季
節

的
菱

動

、
長

期
愛

動
傾
向

、

偶
然

的
憂
動

、
循

環
期
等

の
時
系

列

の
解

析

因
子

は
、
ハ
1

バ
ー

ド
大

學

研
究

所

の
採
用

す

る
所

で
あ
り

、
ま

党
從

描
、

來

の
統

計

解

析

法

が
形
式

的

に
規
定

す

る
所

で
あ

る
。

併

し

ノく
曽
σq
①
∋
窪
コ

は
此

の

ハ
ー

メ
ー

ド
式

に
謝

し
満

足

せ
す

次

の
匪

別
を
な

す

。

㌍N
.

}」
ぎ
監

響

!「薮

昏

茗

びq
諺

(し。
β算

・営

'・鼠

昏

毒

σ・2
・)

ε

寮

ぎ
乱

嵩
置

三
回

ε

ぎ
昌
二
巳

・爵

『

圏
鼠

。
爵

。
器

弱
窒
、お
§
暇
窪

・
)

音

聾
喜

号

管

琶

①
着

び
)

図ξ

二
垂

㎝。ゴ

莚

蓋

し

ハ
ー

バ
ー

ド

の
分

類

は
、
全

く
形
式

的
な

る
統

計

的

の
も

の

で
あ

り

、
そ

の
分
類

の
根
擦

を
明

ら

か

に
し

て

お
ら

留

云

ふ
理
由

か
ら

で
あ

る
。

フ
ー

ζ

ン
の
圃

別

は

、
確

し

か

に
合

理
的

で
あ

る
。

何

ん

こ
な

れ
ば
、
我

.

々
が
問
題

こ
す

る
所

の
も

の
は

、
循

環

的
運

行

で
脅

、
時

系

尉

に
就

い
て
、

・、
れ
を

扱

ふ
場
食

、
循

覆

の

あ

る
も
の

蕪

ら
ざ

る
も

の

こ
を

驕

す

る
の
は

、
笙

段

の
問

題

だ

か
ら

で
あ

る
。
次

に
、
か

、
る
循
環
性

の

あ

る
憂

動

に
就

い
て
根

本

的
な

る
特

質

は
週
期

で
あ

る
。
週
期

に
就

い
て
分

類
す

れ
ば

、
確

定

週
期

あ

る
も

の

ご

然

ら

ざ

る
も

の

、
而

し
て

、
週
期

の
あ

る
も

の

に
就

い
て
は

、
そ

の
週

期

の
大

い
さ

が
問

題

ビ
な

る
。
ワ
ー
ゲ

マ
ン

Persons,``Cori.elationofTimeSeries,,inthe拙 澤 、 経 濟 統 計 綱 要 第 五 章10)

HandbookofMathematicalStatistics7.924)
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は

循

環

的

運

行

の
中

、

一
年

を

週

期

の
大

い
さ

ご

す

る

も

の

に
就

い

て

の

み

、

こ

れ

を

旺

別

し

、

他

は

こ
れ

を

確

定

週

期

な

き

も

の

と

し

、

前

者

を

季

笛

的

憂

動

ざ
呼

び
後

者

を

困
。
三
量

ぎ
=
『

ご

云

ふ

。
循

環

性

な

き

憂

動

に
就

い
て

は

、
織

綾

性

あ

り

ゃ

否

や

に
依

り

、

長

期

憂

動

傾

向

ご
然

ら

ざ

る

も

の

巴

に

分

つ
。

而

し

て

實

際

に
於

て

は

囚
。
且
毒

葬
⊆
「
ε

は

、

一
回

限

り

の
攣

動

ざ

、
季

節

的

憂

動

ご
を

時

系

列

よ

り

除

却

せ

る
も

の

を

指

す

の

で

あ

る
。

此

の

分

類

に
於

け

る

一
回

限

り

、
而

も

非

縫

績

的

な

憂

動

一

団
暮
≦
剛簿

ぎ

函
・・σ
⊇
6
一HI

の
如

き

憂

動

は

、
勿

論

、
問

題

の
扱

ひ

方

に

よ

る

が

、
時

系

列

を

も

中

断

せ

し

め
ざ

る

を

得

な

い

か

ら

、

現

實

の

存

在

で
は

あ

っ
て

も

、
時

系

列

、?
ヒ
手
洗」
)
'引
岨
}

㎜㌦丸

、
・
幽髭

、

ヒポ
u

、ウ
'穫

七
一
ρ
佃.且
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a

艮

)
、
身

盟

?」
、♪
鳳
町
ρb
3
0
り
詔
じ
驪山よ
、ふ

、一
c

飼絵
皿
一
)、

髪
可
濱

伽
、

0
.病

だ
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,
ノ.

は

、
統

計

の

示

す

敷

値

を

時

の

國

敷

ご
見

た

場

合

の
系

列

で

は

あ

る

が

、

我

々

が

、

時

系

列

の

解

析

に

嘗

て

は

、

先

づ

、

我

々

の

解

析

に
劃

し

、

意

味

を

有

つ
瞳

系

列

で
な

け

れ

ば

な

ら

す

、
右

の

如

く

、

一
回

限

り

の

而

も
非

纏

績

的

な

受

動

の

あ

り

し

場

合

に

、

な

ほ

、

之

れ

を

同

一
の
時

系

列

ご

し

て
扱

ひ
得

る

か

否

か

は

、
大

な

る
問

題

だ

か

ら

で

あ

る

、

此

の

瓢

に
就

い
て

論

ず

べ
き

鮎

が
少

な

く

な

い
が

、

問

題

が
多

岐

に
亘

る

か

ら

、

菰

に

は

軍

に
注

　

意

す

る
に
ご

ゴ
め
、
詳

論

は
他

の
機
會

に
譲

る
。

從

っ
て
、

ワ
ー
ゲ

マ
ン
の
分
類

は

、
少

く

も

、
時
系

列

に
於

て
は

、
長

期

鍵
動

傾
向

、
季

節

的
受

動
及

び
循
環

期

よ
り
な

る
わ
け

で
あ

る
。
故

に
、

ワ
ー

ゲ

マ
ン
の
循

環

期

は
、
時

系

列

に
關

す

る
限

り

、

一
年

を
週

期

こ
す

る

以
外

の
週
期

的
憂

動

ご
、
然

ら

ざ

る
も

の

ビ

の
結
合

で
あ

る
。

た

ゴ
ワ
ー

ゲ

マ
ン
は

、

か

、
る
形
式

的

分
類

を

ご

統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動

の
研
究

第

三
十
二
巻

一
七
五

第

一
號

一
七
五一
一

9と を匠別 し
て、統 計 系列 を論 ず べ き もの

を も(理 論 及 び 實際 か ら見 て)同 一 集 團
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統
計
學

の
課
題

ル
こ

で
の
景
気
攣
動

の
研
究

第
三
+
二
巻

一
七
六

笙

號

一
七
六

ら
な

か

っ
た
だ

け

で
あ

り

、
ま

た
、

そ

こ

に
彼

の
理
論

的
立

場

の
あ

る
も

の

ざ
想
像

さ
れ

る
が

、
そ

れ

に
就

い
て

は
何

等

の
説
明

が
な

い
。
若

し
、
彼

の
分
類

的

立
場

を

一
貫

し

て
、
形
式

的

に
匪
刑

せ
し

む

乃
な
ら

ば
、
↓

長
期

　

　

く

攣

動

傾
向

、
に

季

節

的
攣

動
、

伍

一
年

以

上
を
確

定
週

期

こ
す

る
循

環

的
連

行

、
四

其

他

の
偶
然

的

墾
動

ε
な

ら

く

ざ

る
を
得

な

い
。

・
ウ

ア
は

、
此

の
形
式

的

な

る
立
場

を

言

、

一
年

2一

上

の
確
定

週
期

み
り

、
振
幅

位

相

の

定

め
ら

る

・
も

の
を

循
環
期

こ
す

る
。
数

理
的

に
取
扱

ふ
場
合

に
は
、

か

、
る
規

定
を

與

へ
ざ

る
限

り
、

解

析
は

不

可
能

こ
な

る
が
、
か

～
る
形
式

的

な

る
、
数

理

的
な

る
解

析

が

、
縄

濟
學

の
研
究

の
上

に
意
味

を
有

つ
か
否

か
は

全

く

別

個

の
問

題

で
あ

る
。

ワ
!

ゲ

マ
ン
の
立
場

は

、

一
年
以

上

の
確
定

週

期

を
求

め
す

、
時
系

列

に
就

い
て
、

長
期
墾
動
傾
向

基

節
的
墾
薯

を
除
却

芸

も
の
を
循
環
期
こ
な
す
貼

に
就

い
て
、
從
來
の
ア
メ
リ
カ
の
學
者

ご
方

法

に
於

て
同

じ

で
あ

る
。

か

く
見

来

れ

ば

、
フ

ー
ゲ

マ
ン
の
指
摘

し
た
様

に

ハ
ー

バ
ー

ド
の
方
法

は
、

そ

の
分

類

の
根
擦

、
甚

だ

明
瞭

を

快

く

。
長
期

攣

動
傾

向
及

び
季
節

的
攣

動
を
除

却
す

れ

ば

、
そ

の
時

系
阿

は

、

一
年

以

上
を
確
定

週
期

ε
す

る
も

の

ご
然

ら

ざ

る
偶
然

的
憂

動

の
結

合

の
結

果
を

示
す

も

の
こ
よ
り

他

は
考

へ
ら

筋
な

い
。
然

る

に
此

の
派

の
循
環

期

は

、
.ワ
ー
ゲ

マ
ン
ご
共

に
確
定
週

期

な

き
循

環
的

}"連
行

巴
見

て
、

ム
ゥ

ァ
の
如

く

に
は
週
期
を

求

め
な

い
。
此

の
結

合
系
列

に
は

、
特
定

の
週

期

以
外

を
週
期

こ
す

る
循
環

的
運

行
及

び
其

の
他

の
測

り
得

ざ

る
攣

動

を
併

せ
含

む
も

の
ビ
見

る
よ

り
他

は
な

い
。
然

る
に
な

ほ
其

他

の
偶
然

的

不

規

則
的

な
攣

動
を
含

む

と
は

果

し

て
何

ん

で
あ

12)拙 諜、経済循環期 の統計的研究八頁参照



る

か

。

若

し

強

い
て

求

む

れ

ば

、

フ

ー

ゲ

マ

ン
の
所

謂

、

一
回

限

り

の
而

も

非

縫

績

的

な

る
憂

動

で
あ

る
。

而

も

か

、

る
憂

動

を

含

む

時

系

列

が

、

我

々

の
統

計

解

析

の
時

系

列

た

り

得

る

や
甚

だ

疑

問

で
あ

る
。

か

、

る
問

題

の

解

決

さ

れ

す

に
獲

こ

さ

れ

て

み

る

こ

ご

は

、
統

計

解

析

を

規

定

す

る
所

の
理

論

の
無

視

さ

れ

て

る

る
結

果

に
他

な

ら

な

い
。

換

言

す

れ

ば

、

統

計

解

析

を
特

定

の

理

論

の
下

に

、
意

識

的

に
行

ふ

の

で
は

な

く

、

軍

に
、

機

械

的

に

計

算

を

事

ご

す

る

か

ら

で

あ

る
。

統

計

的

研

究

の
陪

疑

に
衣

る
1

列

～
ボ

、

ビ

ジ

ネ

ス

●
岬

ロ
メ

下

女

一

こ
ヒ

る

.,

ー

ノ
`
曜1

、國,

■,
I
i

4

6
}

-

,

'

♂

'

,'

し

q
'

一

財

界

の

豫

測

の

可

能

、
不

可

能

の
如

き

↓
根

本

的

に

は

、

統

計

解

析

の

出

登

貼

や

あ

る
所

の

、
時

系

列

の

理

解

如
何
に
關
し
て
ゐ
を

云
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
従
来
の
研
究

に
就

い
て
、
経
済
學
の
方
法
論
上
の
問

題

は
兎

に
角

,
統

計

學

の
み

に
就

い
て

一3一
へ
ば

,
先

づ
此

の
澱

に
注
意

し

.
ま

把
疑

は

ね
ば
な

ら

な

い
。
我

々
は

ハ
電

鍵
ー

ド

の
時
系

列

の
解

析

因

子

の
分
類

の
態

度

に
於

い
て
、
既

に
之

を

見

る

こ
ε
が
出
家

を
。

以

上

述

べ
泥
所

か
ら

、
そ

の
立

場

ご
、
そ

の
旗
標

は
兎

に
角

、
景
気

憂

動

の
統

計

的
研
究

の
対
象

は

、
時

系
列

に
於

け

る
循

環

的
運

行

で
あ
り
、

そ

れ

は

噛
時

系
列

よ
り

、
長

期

鍵

動
傾
向

及

び
季

節

的
凝
動

を
除

却

せ

る
も

の

な

る
こ

ご
を

知

つ
だ

が
、

ム
ウ

ア
は
更

に
、
偶

然

的
攣

動
を

も
除

却
す

る
こ
ざ
を
要

求

す

る
。
此

の
要

求

は
、
純

理

論
的

、
激

理

的

の
立

場

に
立

て
ば
當
然

で
あ

る
。
蓋

し

、
既

に
、
運
動

の
週
期
性

を
認

め
、
而

も

一
年

を
週

期

ビ

す

る
も

の

、
存
在

を

詐

る
し

π
以

上

、
他

の
、

二
年

、
三
年
等

の
確
定

週

期
を

求

め
る

こ
ご
は

決

し
て
、
此

の
立

場

か
ら

は

、
無

理

で
は

な

い
。
現

實

に
、

フ
ー
ゲ

マ
ン
の
云

ふ
所

の
、

曼
9
巳

の6
げ

富

一
の
運

動

を
見

る
時

、
そ

統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動

の
研
究

第

三
+
二
巻

一
七
七

第

一
號

一
七
七

13)Cf・Persons,``IndicesofGeneral.Bu
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統
計
學
の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動
の
研
究

第
三
十
二
巻

一
七
八

第

一
號

一
七
八

の
週

期

は
常

に
憂

化

し

て
み

る

で
あ
ら

う
。

我

々
は

、
此

の
攣

化

の
中

に
截

る
正
常

を
見
出

だ
そ
う

ご
す

る
。
此

の
攣

化

を
何

等

か
の
代
表

的
な

も

の

で
表

現

し
や
う

こ
す

る
。

こ
れ

、
統
計

的
研
究

の
要

求

で
あ

り
、
ま

セ

目
的

で
あ

る
。
種

々
な

る
週
期

を

雲

。。σq
互
。
げ

し

て
、

一
の
週

期
を

求

め
る

こ

ざ
も

、

そ

の

一
つ
の
方

法

で
な
け

れ
ば

な

ら

漁
。

た

Ψ
、

こ

、
に
注
意

す

べ
き
は

、
我

々
が
、
か

・
る
週

期

に
就

い
て

、
代
表

的
な

る
も

の
、

或

は
正
常

的

な

る
も

の
を

求

め

る
の
は

、
換

言

す
れ

ば

、
そ

の
獲

化

の
程
度

を

知

る
が
弛

め
で
あ
る
。
経

済

學

の
研
究

に
於

て
、

か

、
る
正
常

、

か

、
る
鍵

化

に
意

義

を

認

め
得

る
理

論
的

根
熊

が
存
在

し

て
、
初

め
て

、

か

、
る
解

析

が

、

可
能

で
あ

る
。
現

在

の
景
気

憂

動
論

に
於

て

は
、
か

幅
る
瓢

に
迄
分

析
を

進

め
て

み

る
も

の
を

見

す

、
ま

た
、
統
計

學

の
範

囲

し
於

て
、
此

の
鮎

に
留
意

し

た
研

究

を
見

出

だ

さ
な

い
。

景
気

攣

動

の
統

計

的
研
究

は
、
以

上

の
如

く

そ

の
出

登
鮎

に
於

て

、
種

々
な

る
理
論
的

解
決

を
要

す

る
問

題

を
有

つ
に
も

拘
は

ら
す

、
此

等

が
全

く
看
過

さ
れ

て
、
徒

ら

に
、
数

理

的
解
析

の
嚴

密

の

み
を
問

題

ざ
す

る
所

以

が
何

庭

に
在

る

で
あ

ら

う
か

。
蓋

し

、
正

し
き

、

経

済
學

の
理

論
を

咲

く

が
故

で
あ

る
。
経

済
統

計

論
は

、

正
し

き
理

論

の
指
導

な

く
し

て
は

、
成

立

し
得

な

い
で

あ
ら

う

。

四

以

上

に
よ
り
、

一
癒

、
景
気

愛
動

の
統
計

的
研
究

に
於

け

る
、
循

環

的
運
行

が
、
何

ん

で
あ

る

か
を

明
ら

か

に

し

、
ま

た
経
濟

統
計

論

重
し

て
、
何

が
問

題

で
あ

る
か
を
述

べ
た

、
然

ら
ば

、

か

、
る
研
究

に
於

い
て

、

一
隆

、

私は他 の機會 に調 和解析 の問題に關聯 して此 の問題 を研究 す るであ らう。



何

の
循
環

的

運
行

が
問

題

ε
な

る
の

で
あ

る
か
。
勿

論

、
人

は

、
景

気

の
循
環

的
運

行

で
あ

る

ご
答

へ
る

で
あ
ら

う

。
併

し
景
気

ご
は

果

し

て
何

ん

で
あ

る
か
。

こ
れ
を
経

濟

學

の
上

で
、
何

ん

ど
論
ず

る

か
は
兎

に
角
、
統
計

的

研
究

に
於

て
は

、
既

に
、
前

に
述

べ
た
機

に
、
時

系

列

の
循

環
期

で
あ

る

ε
さ
れ

把
限

b

、
此

の
景
気

が
、
如

何

な

る
時
系

列

を

以

っ
て
示

25
れ

る
も

の

で
あ

る
か

を
明
確

に
與

へ
ね
ば

な
ら

漁
。
具

腱
的

に
、
何

が
景

気

の
時
系

列
で
あ
る
か
を
示
さ
ね
ば
な
畠

・
讐

二

・戸霧

邑

>
6
ξ

で
あ
る
ご
云
ふ
蟻

奨

的
な
鑑

で
は

我

々

の

、
統

計

的

研

究

を

進

め

る

こ

ご

は

出

来

な

い
。

少

く

も

、
此

の

}W
⊆
脇
…昌
島
。・

の

〉
∩
斤ぎ

蔓

の
測

b
方

を

規

」ε

ノ
、躯
}ノ
し
翼

、長
上
⊃
;

、
o

η
徳

、

F
一
し
3

、

E

辱

且
F
)

童

旨

)

北

判

こ
董

、
ヨず
,)

)
)

口

口
可

幽
よ

、
」
二
,
」噂

此メ
ー

3!
`
セ

オ

レ"
ナ
置く
〔
51
1
,M

4

一敏倒

、
」
津

力

経

海

運
.0

頂μ
一㌻固
0
.割引
諌
寸
一
冒

'
翠

考

9
t
O
一力
攻

信

力

戟

2
ヨ.く

月

個

の
問

題

で

あ

る

。

此

の
粘

に
就

い

て

、

從

來

の

景

気

憂

動

の
統

計

的

研

究

に
於

て

、

何

等

、

明

確

な

規

定

を

與

へ
π

も

の

が

な

い
。

從

っ

て

、

景

気

受

動

の

研

究

ご
云

ふ
も

、

實

は

、

特

定

商

品

の
生

産

慣

額

の

…受

動

の
研

究

で

あ

り

、

或

は

、

株

儂

、

金

利

、

手

形

交

換

高

、
勢

賃
、、
商

品

慣

格

等

の
憂
動

の
研

究
.で

あ

っ
て

、

そ

れ

が

、

何

の

指

導

的

理

論

な

く

、

機

械

的

に

、
統

計

解

析

の
形

式

に
從

っ

て
計

算

さ
れ

る

に
過

ぎ

な

い
の

で
あ

る

。
故

に
個

々

の
此

等

の

時

系

列

は

、

そ

れ

自

膿

ご

し

て

は

、

直

接

に

、
景

気

を

語

る

も

の

で

は

な

い

で

あ

ら

う

。

勿

論

、

此

等

　

が
、
景
気

を
反
映

し

て

み
る
も

の

ε
考

へ
る
こ

ご

が
出
来

る
。
然

ら

ば

、
此
等

が
如

何
な

る
關
係

に
於

て
景

気

を

反
映

す

る
も

の
か

が
説

明

さ
れ

漁
限

り

、
我

々
は

、
景

気

を

測

る
こ

ご
は
出

来

な

い
。
何

れ

に
し

て

も
、
景

気

な

る
も

の
が

、
統
計

的

研
究

の
封
象

た

る
限

b

、
量

的
な

る
規

定
を

受
け

ね

ば
な

ら

阻
の
で
あ

る
。
然

ら

ず

ん
ば

、

統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
気
墾
動

の
研
究

第
三
十

二
巻

一
七
九

第

一
號

一
七
九

14)例 へ ばMitchell,BusinessCycle1930,p.468
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統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動

の
研
究

第

三
十
二
巻

一
八
O

第

一
號

一
八
○

我

々
は
、
そ

の
循
環
的

運

行

の
問

題

を
解

決

し
得

な

い
。

ま
把

、
特

定

の
経
濟

的
数
量

の
攣

動

を

以

っ
て
測

る
こ

す

る
も
、
景
気

が
歎

量

的
規

定
を

有

た

漁
以

上

、

こ
れ
を

量

的
關

係

ざ
し

て
求

め

る
こ

ご
は
不

可
能

で
あ

る
。

従

っ
て

、
若

し
、
從
來

の
景
気

憂

動

の
統
計

的

研
究

が
、
な

ほ

、
其

の
研
究
方

法
を

以

っ
て
、
景
氣

の
循
環

的

運
行

を
研
究

し
得

る
も

の

こ
す

れ
ば

、

そ
れ
は

、
右

の
量

的

關
係

の
存
在

を
假
寇

し

な

け
れ

ば
な

ら

兎
。
而

し

て

現

に
、

か

、
る
統
計

的
研

究

に
於

て
は

、

か

、
る
假

定

に
出

登

し

て
み

る

の

で
あ

る
。
即

ち

、
我

々
の
総

生
産

行

程

に
於

け

る
諸

關
係

、
即

ち

純
濟

關

係

に
於

け

る
量

助

鍵
佐

々

生

せ
し

む

る
、
根
本

的

な

る
、
本

質

的
な

る
数

量

的
愛

化

の
存
在

す

る
こ

マ」
、
而

し

て
、
此

の
敷

量

的
攣

化

は
、
総

生
産

行

程

の
諸

々
の
位

相

に
於

て
、
種

々
な

る

形
態

を

帯

び

把

る
纒

濟

的

量

の
墾
化

こ
し

て
一

現
象

形
態

ご
し

て
1

現

れ

る

こ
ご
、

こ

れ

で
あ

る
。
統
計

的
研
究

は

、
此

の
假

定

の
下

に
於

て
.
現
象

形
態

に
於

け

る
量

的
攣

化
を

、
本
質

的

な

る
も

の

、
量

的
攣

化

の
關
係

こ
し

て
捉

へ
ん

ご
す

る
。

こ
の

こ
ご
は
、

敢

て
、
景
気

攣

動

の
統
計

的

研
究

の
み
な

ら
す

、
統

計

的

研
究

一
般

の
、

そ

の
理
論

的
研

究

の

一
面
を

捲

當
す

る
研
究

方

法

ご
し

て
、
豫

定

す

る
所

の
も

の

で
あ

る
。
從

っ
て
、
景
気

受

動

の

研
究

を

、
統
計

的

研
究

こ
し

て
行

ふ
以

上

、

こ
の
假
定

は

存
在

し
、
ま

た

存
在
し

な
け

れ

ば
な

ら

組
し

、
現

に
、

ハ
ー

バ
ー

ド
其

他

の
研

究

に
於

て

.
種

々
な

る
統

計
解

析

を
行

ひ
、

ビ

ジ
ネ

ス

・
バ

ロ
メ
ー

タ
ー
を

作
成

し

て

み

る
事

實

は

、

こ
れ
を

認

め
ざ

る
限

り

、
成

立

し
な

い
の

で
あ

る
。

併

し
乍

ら

、
統

計

的
研
究

が
、

こ
れ
を
假

足

し

て

み

る
ご
ざ

、
、

こ
れ
を
意

識

し

て

、
研
究

し

て

み
る

こ
ご

～



は

、
自

ら
異

な

る
事

で
あ

る
。

現

に
従
来

の
統
計

的
研
究

は
、
之

を
充

分

に
、
否

、

い
さ
さ

か
も

理
論
的

に
認
識

把

握

し

て

お
ら

な

い
の

で
あ

る
。

こ

の
こ

オ
は
、
前

述

の
、
私

の
提
出

し

た

、
景
気

憂
動

の
統
計

的
研
究

に
於

け

る
根

底

的
な
問

題

に
就

い
て
、
何

等

、
理

論
を

示

し

て

お
ら

澱

こ
ご

よ
b

明
ら

か
な
事

實

で
あ

る
。

フ
ー
ゲ

マ
ン

の
強

調

す

る

、
「
有

機
的

・
生

物
學

的
原

理
」

の
如

き

は
、
肚

會

認
識

の
原

理

ε
し

て
も
先

づ
批

判
を

受

く
可

き
も

の
で
あ
ら

う

が
、
そ
れ

自
騰

、
彼

の
景
気

受
動

の
統
計

的
研
究

に
射

し

、
何
等

、
指

導
的

理

論

ざ
し

て
役
立

っ
て

　

は

お

ら

な

い
。

此

の
黙

に
於

て

野

訂
。
二

流

の

「
動

あ

れ

ば

反

動

あ

り

」

の

理

論

ど
差

別

す

べ

き

も

の

で
は

な

い

比

り
恨

り

に
毀

て

、

差

し

、

蜜

氣

麸

勧

D
読

汁

杓

班

殖

び

、
楚

来

D
㎞

き

テ

き

右

を

ζ

る

D

で

わ

佑
よ

、

そ

T
ま

]

一
l

i
」ノ

=
!

一3
∠一'コ洌'≡』
■(
冠"̂
一一一一一
犀

-
"
.'
叩'

4

一ノノ
(

-
'

茸
.

一
ノ
、'
・
1

(

一

.̀
貞

セ

`
費

セ

全

く

、

機

械

的

、
形

式

的

で
あ

り

、

現
象

形

態

の
無

秩

序

な

る

記

載

以

上

の
何

も

の

で
も

な

い
も

の

こ
な

る

で
あ

ら

う

。
故

に

、

景

気

憂

動

の

統

計

的

研
究

が

、

若

し
右

の
假

定

の
上

に
立

ち

、

こ

れ

を

登

属

す

る
も

の

で

あ

れ

ば

此

の
假

定

の
成

立

を

承

認

し

得

べ
き

、

経

濟

理

論

の
下

に

立

ち

、

ま

元

此

の

理

論

の
下

に

、

矛

盾

な

き

統

計

解

析

を

行

な

は

ね

ば

な

ら

諏
。

か

く

し

て
初

め

て

、

そ

の

研

究

は

科

學

の
研

究

ご
し

て

の

意

義

を

有

ち

得

る

で

あ

ら

う

。

い
ま

、
此

の
問

題

を

こ
れ

以

上

に
展

開

す

る

こ

ざ

は

、

本

文

の

目

的

か

ら

離

れ

る

か
ら

、

こ
れ

を

他

の
機

會

に
譲

る
。

こ

、

に

は

、

現

に

、

景

気

凝

動

の
統

計

的

研

究

が
行

ふ
所

の
問

題

の

研
究

が

何

ん

で

あ

る

か

、

ま

た

そ

れ

を

如

何

に
し

て

取

扱

ふ

て

る

る

か

ご
云

ふ
方

向

か

ら

見

て

、
右

に
述

べ
π
所

の
賞

讃

こ
し

、

ま

セ

、

そ

れ

ら

の

根

本

的

問

題

を

直

接

に
は

問

題

こ

せ
す

、

此

等

と
離

れ

て
如

何

な

る
統

計

學

の
問

題

が
横

は

る

か

を

尋

ね

て

見

た

統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
気
攣
動

の
研
究

第

三
十

二
巻

一
八

一

第

一
號

一
八

一

15)Wagemanna.a.0.S.10.
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統
計
學
の
課
題
と
し
て
の
景
氣
遜
動
の
研
究

第
三
十
二
巻

一
八
二

第

一
號

一
八
二

い
ご
思

ふ
。

五

既

に
述

べ
た
機

に
、
景

気

の
憂

動

な

る

も
の

が
、
量

的
菱

化

こ
し

て
認
識

把

握

し
得

る
こ

ε
、
而

も

そ

れ

は
、

練
生

産

行

程

の
諸

舟
の
位

相

に
於

て
、
特

定

の
経
済

量

の
攣

化

ご
し

て
現

れ

る

こ
ど
を
認

め
、
從

っ
て
此

の
特
定

の
経
濟

量

の
憂

化

よ
り

、
景

気

の
鍵

動
を

測

ら

ん

こ
す

る

こ
ご
が

、
景
気

攣

動

の
統

計

的

研
究

の
豫
足

す

る
所

で

ゐ

熟
。

こ

の
汽

め
に

、
蜜

際

暖
風

て
如

何

な

る
古
海

を

ご

つ
て
み

る

で

め
ら

・フ
か
。
そ

れ
ら

の
實

際

の
方

法

に
就

灼

い
て
は

、
既

に
、
数

多

の
著
書

論
文

の
研

究

、
紹
介

、
批
評

す

る
所

で
あ

る

か
ら

、
私

は

、
そ

れ
を
具

艦

的

に

一

々
説

明

す

る

こ
ご
を

避

け

る
。

こ
れ

を

一
般

的

に
云

ふ
な

ら

ば
、

そ

れ
ら

の
研
究

の
目
的

は

、

ビ

ジ
ネ

ス

・
メ

ロ
メ
ー

タ
ー

の
作

製

に
在

る
。

蓋

し

、

ビ

ジ
ネ

ス

・
メ

ロ
メ
下

劣
ー

は
、

か

、
る
統
計

的
研
究

の

、
終

局

的
な

る
、
而

も
簡

明
な

る
記

載

的
結

果

に
他

な

ら

漁
か
ら

で
あ

る
。
而

し

て

,

ビ
ジ
ネ

ヌ

・
ベ

ロ
メ
ー

タ
ー

作
成

に
至

る
研
究

の
道

程

は
次

の
如

く

で
あ

　

　

　

る
。
.
一
特

定
経

濟
事

象

の
統

計

的
認

識

把

握

、

二
統
計

系
列

(時
系
列
及
び
非
時
系
列
)

の
構
成

、
三
統
計

系

列

の
解

(

(

(

　

　

析
一

株

に
時
系

列

に
就

い
て

は

、
イ
指

救

の
作

成
-

個

別
指
数

及

び

合
成

指
数

、

ロ
季
節

的
確
動

、
長
期

受

動
傾

(

(

　ラ

　

向

、
循

環
期

の
算

定

、

ハ
指

数

系
列

間

の
關
係

の
算

定

(相
關
の
算
定
)
、
四

ビ
ジ
ネ

ス

・
バ

ロ
メ
ー

タ
ー

の
構

成
1

(

(

等

で
あ

る
。
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以

上

の
實

際

的

研
究

に
於

て
問

題

こ
な

る
の
は

、
我

々
の
経

済
關

係

即
ち

総
生

産

行
程

に
於

け

る
話

關
係

の
中

如

何

な

る
事

象

を

ざ
り
、
如

何

な

る
事
象

を

ざ
ら

ざ

る
か

の
問

題

で
あ

る
。

ま

た

、
特

定
経

濟
事
象

の
統
計

的
認

識

把
握

の
方

法

は
如

何

に
し

て
、
實

際

に
可
能

た

り
得

る

か
、
統
計

系

列

の
解

析

の
数

理
的

方
法

の
基

準
は

何

庭

に
與

へ
ら
れ

る

か
、
系

列
間

の
關

係

は

、
相
關

の
方

法

に
よ

b
求

め
ら

れ

る

ご
云

ふ
も
、
そ

の
結

果

に
何
を
意

味

せ
し

め
得

る
か

、
個

別
指

数

の
作
成

は

可
能

こ
す

る
も
、
何
故

に
、
之

を

合
成

し

、
ま

た
合

成
指
鉱

が
何
を

語

る

か

。
此

等

の
問

題

は
、
景

気

攣

動

の
統

計

的
研
究

の
結

果

が
、
意
味

を
有

つ
泥

め
に
、
何

れ

も
理
論

的
旗
標

が
示

さ
れ

ね
ば
な

ら
な

い
も

の

で
あ

る
。
併

し

、
未
熟

な

私
は

、
此

等

に
就

い
て

、

一
貫

し
た

理
解
を

有
ち

得

る
所

の

理

論
的
説

明

を

、
そ

れ

ら

の
研
究

よ
り
知

る

こ
ご
は
出
來

な

い
。
た

㌢
此

等

の
具
膿

的

な

る
研

究

よ

り
察

知

し
得

る

こ
ざ
は
、
前

述

の
如

き
そ

の
假

定

で
あ

る
。
從

っ
て
此

の
假

定

に
よ
れ

ば

、
景
気

鍵

動

の
統

計

的
研
究

は

、
我

々

の
経
済

生

活

に
於

け

る
本
質

的

な

る
特
定

量

の
循
環

期
を

、

こ
れ
を
顯

現

す

る
所

の
特

定

の
経
濟

事
象

の
量
的

憂

化

に
於

て

提

へ
ん

ご
す

る
も

の

に
他

な

ら
な

い
。

か

、
る
特

定

量

の
墾

化

を
如

何
な

る
形

に
於

い
て
捉

へ
る
か
は

、
自

ら

異

な

る
問

題

で
あ

る
。
簡

軍

に
云

へ
ば

絡
生

産

行
程

に
亘

る
本
質

的
な

る
量

ご
し

て
、

一
般

的

に
捉

ふ
る
か
、
ま

た

は
、
生

産
行

程

の
特

殊

部

面
即

ち

、

特

定

の
範

園

に
限

っ
た

も

の

こ
し

て
捉

へ
る
か
,
一
從

っ
て
此

の
場

合

に
は

、
本
質

的

な

る
量

こ
し

て

で
は

な
し

に
、
特

殊

の
形

態

を
帯

び

る
経
済

量

こ
し

て
、
間
接

に
之

を

見

る
も

の
で
あ

る
一

そ

の
研
究

目
的

ご
、
分

析

の
仕

'

統
計
學

の
課
題

と
し
て
の
景
氣
攣
動

の
研
究

第

三
+
二
巻

一
八
三

第

一
號

一
八
三

Aftalion,C∩ursdeStatistique,1929.

Lac・mb・,L・P画 ・i・nenMati・ ・ed・CrI　 … 泡e・n。miques・9・5
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Gesamtindex



統
計
學

の
課
題
と
し
て
の
景
暴

動

の
研
究

第
三
+
一悪

天

四

第

一
號

天

四

方

に
よ
b
異

な

ら
ざ

る
を

得

な

い
。
此

の
差
違

は

、
本
質

的

な

も

の

で
は

な

く

、
範

園

ご
、
程
度

の
差
違

に
ご

窄

ま

る
。

こ
の

こ

ど
は

、
現
實

に
も

、
景
気

通
報

を
そ

の
業

務

こ
す

る

ア
メ
リ

カ
の
諸
私

設
機

關

ざ
、

ハ
ー

バ
ー

ド

其
他

の
景

気

研
究

所

に
依

り

、

ビ

ジ
ネ

ス

・
バ

ロ
メ
ー
タ
ー

作
成

に
就

い
て

の
、
経

済

界

の

、
見

通

し

の
領
域

に

廣

狭

の
差

の
あ
り

、
そ

の
分

析

に
異

な

る
事

實

を

以

っ
て

、
例

こ
す

る

こ
ご

が
出
來

る
。
併

し

、
此

の
研
究

の
登

達

史
的
意

味

に
於

て

、
ま

た
現
在

の
経

済
學

の
性
質

に
鑑

が
み

、
景

気
研
究

所

の
目
的

こ
す

る
所

も

、
他

の
私

設

機

關

の
ぞ

@
ご

、
人

な

る
逕

庭
セ

見

る

こ
ご
は

出
来

な

い
。

何

れ

に
し

て
も

、
そ

の
立

場
は

兎

に
角

、
我

々
は
景
気

憂

動

の
統
計

的

研
究

を
な

す

に
於

い
て
は

、
規

定

せ
ら

れ
だ

る
特

定
経
濟
事

象

を
大

量

こ
し

て
認
識

把
握

す

る

こ
ご

に
出

登
す

る
。
此

の
方

法

た

る
大

量
観

察

法

は
、
経

済
統
計

論

の
問
題

ど
し

て

、
経
済

的
な

る
大

量
を

如

何

に
認

識

把
握

す

る
か

の
問

題

こ
な

る
。
勿

論

、
大

量
を

如

　

何

に
捉

ふ

べ
き

か
は

、
統
計

學
総

論

が
形

式

的

に
は
與

へ
る
が

、
我

々
は

、
更

に
総

生
産

行
程

程

の
構
造

を
如

何

に
解
剖

し

分

析
す

る
か

の
理
論

あ

っ
て
の

み
、

か

、
る
形

式

的

規
定
を

以

っ
て

、
具
膿

的

な

る
経
済

的
大
量

を

捉

へ
得

る
の

で
あ

る
。
故

に
、

か

、
る
方

法

上

の
問

題

も

、
先

に
述

べ
た
理

論

の
あ

っ
て
成

立
し

、
可
能

ご
な

る
こ

ご

で
あ

る
。
實

際

の
研
究

に
於

て
は

、
統

計

は
既

存

の
も

の
を

利
用

す

る

が
、
併

し

、
此

等

の
統
計

を

以

っ
て
直

ち

に
、
之

を

正
確

な

る
材

料

ど
し

て
採
用

す

る

こ
ご
は
出
来

す

、
そ

の
研
究

の
立
場

よ
り
、
批

判
し

、
加

工
す

べ

き

も

の

で
あ

る
。
景

氣

統
計

論

(内
8
冒

舜

F塁

鐸

一ω叶=・)
は

、
大

量

観

察

法
及

類
似

調
査

法

に
就

い
て
、
特

定

の

7)

8)

斎

Babson'sStatisticalOrganizatio:【1,Brookmi1・eEconomicService,BusinessBar・

ometerDiaユ,Moody'sInvestorsService,Poor'sPublishingCompany,Standard

StatisticsCompany等,」 此 等;の ・方 法 の 大 要 に 就 い て は 前 擢,Knantht照

BroolemireEconomicService及 びBabson's$ti .itistical(=〕rganizationを 獲 端

と ず る 。Wagemam,a.a.0.S.6.

ζ 玉 に は 一 般 的 に 大 量:と し て 論 ず る が 、實 際 間 膜 と し て は 景 氣 統 計 は 類 似 調



理
論
を
與
ふ
る
ご
共
に
、
既
存
統
計
の
解
説
、
批
判
を
行
ひ
、
そ
の
利
用
の
屡

を
示
す

べ
き
で
匁

・
景
気
研

究

所

の

一
つ
の
仕
事

た

る
統
計

資

料

の
蒐

集

は
か

、
る
意
味

に
於

て
な

さ

る

べ
き

で
あ
り
、

か
く
し

て
初

め
て
、

景
気

受
動

の
研

究

に
資

し

、
ま

た

、
統
計

の
.進
歩

を
促

が
し
得

る
も

の

で
あ

飯
。

か
一
し
て
得
。
統
計

に
依

っ
て
求
む
・
む
の
は
、
特
定
の
集
團
性
の
特
定
方
向
及
そ
の
方
向
に
於
け
る
震

の

黄
鐘
撃

あ
る
(
趾
の
特
定
方
向
の
規
定
は
、
既
に
、
研
究
者

に
於
て
、
理
論
的
に
豫
定
さ
れ
、
こ
れ
を
求
む

べ

一
、
大
量
観
察
は
行
は
れ
、
統
計
は
蒐
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
統
計
的
研
究
は
、
統
計
解
析
漆
に
　

・
そ
娑

定
性
を
求
サ

る
・、
纂

国
警

す
る
。
砦

奮

に
、
薪

や
構

成
す

・
。
砦

意
賑
に
於
け
義

計
舞

は
・

先
に
も
述
べ
藻

に
、
統
計
に
麦

説
明
的

・
叙
述
曽

的
を
も
つ
も
の
で
は
な

い
・
從
っ
て
か

≧

系
列
は
・

そ

の

各

項

を

そ

の

因

子

ど

す

る

一
個

の

困
亀

①
蓉
ぞ

ご
見

ら

る

べ
き

も

の

で

あ

な
。

我

々

が

囚
・
一一簿

梓ぞ

に
於

て

集
團
性
の
安
定
的
な
る
も
の
が
得
ら
れ
髪

は
、
・
れ
に
於
て
、
各
個
因
子
が
、

毒

彗

さ
れ
る
こ
ビ
を
意

味

す

る

こ
と

に
他

な

ら
な

い
。
而

も
之

を
求

む

る
の
は

、
現
象

形

態

ざ
本
質

の
嘔

別
を

認

め
、
現
象

形
態

は

、
常

に
本

質

の
歪

め
ら
れ

た

る
形

に
於

て
存

在
す

る
こ
ご
を
認

む

る
立

場

に
於

い
て
の
み
意

味

の
あ

る

こ
ビ

で
あ

る
。

統
計

解

析

が

、

こ
れ
を

豫

寇
す

る

こ

ご
～
、
現
質

に
、
如

何

な

る
程
度

に
迄

、
そ

の
目
的
を

達

し
得

る
か
は

・
全

一
別

個

の
問

題

で
あ

る
。
故

に
、
我

々
が

、
輩

に
、
現
象

形

態

の
記

載

を

目
的

ε
せ
す

・
統
計

解

析
を

目
的

ご
す

る

限

り

、

騨
。
・。・、
一.
団。
一、

せ

ざ

る

べ

か

ら

ざ

る

理

論

的

根

禦

あ

り

、

而

も

・
れ

を

な

し

得

・
纂

的

要

件

の
具

は

統
計
學

の
課
題
LL

て
の
景
気
憂
動
の
研
究

第
三
士

暮

一
八
五

第

一
號

天

五

査 法(前 掲 拙 稿 「大 量 に 就 い て」謬 照)に 依 る場 合 が 多 い 。 此 の 類 似 調 査 注 の

基 準 は 勿 論 大 量:観 察 法 で あ る。 此 の 場 合 の 類 似 調 査 法 κ:就 い て は 特 にWolff

が 注 意 レて る る。 一Wont,Lehrbuchde:rKonjunkturf。iscbung,Berlin1928,

S.291fL

19)Konj岨kturstatistjkに 就 い て は 、 其 の 問 題:を 未 だ 明 瞭 に 論 じた も の が な 》・
。K
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統
計
墨
・の
課
題
と
し
て
の
鼠悉
無
謎
動
}の
研
応ル
」

第
三
十
二
巻

一
八
六

一第
一
號

一
八
六

ら

ざ

る
限

り

、

か

、
る

Hハ
(・浮
ζ
周く

即

ち

、
統
計

系

列

の
構

成

は
無

意

味

で
あ

る
。
從

っ
て
、

一
般

的

に
は

、
統

計

的
研
究

の
科

學

的
意

義

ご
償

値

ご
は

、
統
計

系

列

の
選
澤

ご
構
成

に
よ
り

、
根

本

的

に
規

定

さ
れ

、
他

の
統
計

解

析
の
種

々
な

る
方

法

の
採

用

は

、

こ
れ
が

語

る
意

義

を

簡
明

な
ら

し
む

る
手

段

に
過

ぎ

な

い
。
蓋

し

、
す

べ
て

の
、
統
計

解

析

の
方

法

は
、
此

の
統
計

系
列

構
成

の
理

論

に
よ
り
、
規

定

さ
れ

る
か
ら

で
あ

る
。
此

の
鮎

に
就

い

て
は
後

に
、
更

に
述

べ
る
。

大

賞

際

問
題

こ
し

て

は
、
景
気

憂

動

の
統
計

的
研
究

の
目

的

に
從

ひ
、
如

何
な

る
統
計

系
列
を

構
成

す

る
か
を
決

定

す

る
の

で
あ

る
が

、

ゼ

ジ
.乃
ス

・
バ

ロ
メ
ー

タ
ー

の
財
界

豫
測

の
目

的

に
鑑

み
、
例

へ
ば

、

ハ
ー

バ
ー

13

の
方

法

に
於

て
は

、
五
十

籐

種

の
系

列
及

び

そ

の
相

互

關
係

を
見

、
然

る
後

に
、

こ
れ

が
代
表
系

列

こ
し

て

二
十

種

の

勤

も

の
を

選

び
出

し

、
更

に
、

こ
れ
を

、
選
挿

し

て
投
機

、

金
融

、
商

況
の
三

系
列

に
構

成
す

る

が
如

き
、
此

の
系

列

の
選

揮

ご
吟
味

ど
は

、
專

ら
、
統

計

解
析

法

に
依

り

、
殊

に
相

關

の
方

法

及

び
、
時

系

列

の
解

析

が
、
中

心
を

な
し

て

み

る
。

濁
逸

の
景
気

研

究

所

に
於

て

は
、

か

、
る
統

一
的
方

向

を

さ
け

、
種

々
な

る

バ

ロ
メ
ー

タ
ー
を

構

鋤

成
す

る
必
要

を

認

め

、
統

計
系

列

の
選

鐸
法

も
自
ら
異

な

っ
て
み

る
。
併

し
、

何

れ
の
場
合

に
し

て
も

、
絡
生

産

行

程

の
特
殊

部

面

に
問
題

ご
關

心
を

有

つ
こ

ご
、
統

計

系
列

の
解

析

を
前
述

の
方

法

に
於

て
行

ふ

こ
ご

に
差
違

は

な

い
。
此
等

の
具

禮

的
問
題

の
紹

介

ご
批

判

ご
は
、
続

稿

に
於

て
、
試

み

る
こ
ざ

＼
し

、

こ

～
に
は

、
■系

列

の
解

20)

2i乞ek,Grund了issderSヒatistlk,Ig23,S.527,Moe11er,Statistnく ・1928・S」37・)

欝轟盤纒 綿繋賊 難醤灘臨 聯
此 の 黙 に 關 しな ほ 論 ず べ き 問 題 の あ る こ と を記vonKarDiel.1923.参照 。

して お く。



析

の

一
部

の
問

題

に
、
問

題

を

限
ら

う

ご
思

ふ
。
蓋

し

、

バ

ロ
メ
ー

タ
ー
作
成

の
根

本
問

題

は

、
指

数

系
列

の
解

析
並
び

に
そ

の
合
成

に
在

る

か
ら

で
あ

る
。

統
計

系

列
を

指

敷

系
列

こ
す

る

こ

ご
は

、
絶

歯
数

に
よ
ら

す
、

相
対
数

の
系

列

こ
す

る

こ
ご

に
他

な
ら
な

い
。

こ
の

こ
と
は
、
系

列

の
如

何

な

る
項

を

、
或

は
其

他

の
同

一
撒

量

を

基
準

に
ご

る
か

に
依

り

、
意

味

を
異

に
し

て

も

、
比
率

を

示
し
得

る
こ

ご

、
、
数

値
を

小
な

ら
し

む

る
鮎

に
於

て
、
甚

だ
便

利

で
あ

る
。
併

し
な

が
ら
、
二

つ
以

上

の
指

数

系

列
を

合
成

す

る
場

合

は

、
そ

の
合
成

指
数

が
何
を

語

る

か
は

、
全

く
右

ビ
同
様

に
論
ず

る

こ
ご
は
出

来

な
い
～

あ

こ
三

厩
に
寂

獅

熔

鍍

ご
穰

叢

の
閣
警

就
い
て
婆

断

y
の
る
か
晒

い
轟

び

こ
れ
を

繰

り

か

へ
さ
な

い
。
併

し

、
何
れ

の
場

合

に
於

て
も
軍

一
の
指

数

が
結

合

さ
れ

、
合
成

さ

る

＼
た

め
に

は

、

そ

の
結
合

、
合
成

の
方

法
を
規

定

す

べ
き
基

準

が
な

け

れ
ば

な
ら

繊
、
此

の
基

準
は

、
合
成

の
目
的

に
か

、

は
り

、
此

の
目

的
は

、
研
究

の
理

論

に
規

定

さ
れ

る
。
景

気
礎
.動

の
統
計

的
研
究

に
於

て

、
時
系

列

の
解

析
を

行

ふ
統

計
系

列

が
、
軍

一
指
数

で
あ

る
か

、
合

成
指

数

で
あ

る
か

に

よ
り
、

そ

の
有

つ
意

味

が
、
著

し

く
異

な

る
も

の

で
あ

る

こ

ご
に
注
意

し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
般

に
、
何

れ

の
統
計

的

研
究

に
於

て
も

、
此

の
鮎

が
看

過

さ

れ

て

み

る
。

時

系
列

が
構

成

さ
れ

、
ば

、
次

は
、
そ

の
解

析

で
あ

る
。
時
系

列

の
解

析

は

、
從

來

の
景
気

攣
動

の
統
計

的

研

究

の
問

題

の
大

部

分
を
占

め
て
居

り

、
特

に
そ

の
数

理

的
方
法

に
就

い
て

の
研
究

は
極

め
て
多

い
。
併

し

、
私

を

統
計
學
の
課
穎
一と
し
て
の
景
気
麺
動
の
研
究

第
三
十
二
巻

一
八
七

第

一
號

一
八
七

2エ)

22)

23)

24)

拙 稿 、 大 量 に 就V・ て 、 前 出 参 照

詳 細 は 前 出 、ReviewofEconomicStatistic:s参 照
、Vaσenlanna.a.0.S.126ff.

拙 稿 、 物 便 指 数 の 意 味 、経 済 論 叢 第 二 十 四 倫 第 二 號 、昭 和 二 年
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統
計
學

の
課
題
と
し

て
の
景
気
攣
動

の
研
究

第
三
十
二
巻

一
八
八

第

一
號

一
八
八

し

て
云

は
し

む
れ

ば

、
そ

れ
ら

は

何
庭

ま

で
も
歎

理

的
研
究

で
あ

っ
て
、
何
故

に
我

々
は
、

か
く

の
如

き

解

析
を

行

ふ
か

、
ま

π
そ

れ

が

、
経
濟
學

上

、
如

何

な

る
意
味

を

有

つ
か

に
就

い
て
論

ん

せ
ら

れ

る
所

は
甚

だ
少

い
の

で

鋤

あ

る
。

こ
の

こ
ε
は

、

一
般

に
理

解

さ
れ

す

に
、
何

の
吟

味

、
何

の
批

判
な

く

、
公
式

通

り

の
計
算

を
行

ふ
て
、

得

々
π

る
研

究

者

を

見

る
所

以

で
あ

る
。
併

し

、
我

々

が
、
痔

電

っ
寵
詩

興

貯
雲

D

団
刊

D
易

昏

こ
よ

、
花

づ
断

,

「

、」

`
」
ノ
く
剣ア
ー一一
.
I
j

月
「≧
(
一
一
ノ
)

(
」
,
イ
セ

壱

2
ノ
》
JJ
一,

象

の
、

一
般

的

、

理

論
的

理
解

を

必
須

の
條

件

こ
す

る
も

の

で
あ

る
。

景

気

憂
動

の
統

計

的
研
究

は

、
先

に
も

述

べ
た
機

に
、

循
環

期
を
問

題

こ
す

る
。
故

に
、
解

析

の
目

的

は
、
発

つ
、
程

瑳
菊

に
あ
ら

さ

る
も

の
を

時
系

瓦

よ
り
除

濁

す
.る
こ

ご

で
あ

る

。
若

し
時

系

列

が
、
前

述

の
如

く

.

正

し

く
構
成

さ
れ

て
み

る
な

ら
ば

、
循

環
期

に
あ
ら

ざ

る
も

の
は

、
帥

ち

、

一
回
限

り

の
綴
績

的

な

る
運
動

の
作
用

の

結

果

で
あ

る
。

こ
れ

、
長
期

獲

動
傾

向

ざ
先

に
稻

し

た

も

の

に
他

な
ら

な

い
。
故

に
、
若
し

、
長

期
受

動
傾

向

に

着

目
す
.れ

ば

、
時

系

列

よ
り
、
然

ら

ざ

る
も

の
を
除

却
す

べ
き

こ
ご
は

論
ず

る
迄

も
な

い
。

要
す

る

に
時

系

列

の

各
項

は

、
此

の

二

つ
の
合

成
結

果

に
他

な

ら
な

い
の

で
あ

る

か
ら

、
非

時
系
列

の
場
合

に
於

け

る
分
布

形
式

を

見

て
李

均
を

求

む

る
こ

ビ

、
此

の
場

合
性
質

を

一
に
す

る
。
併

し

、
非
時

系

列

に
於

け

る
が
如

く

、
分
布

形
式

を

見

る
の
方

法
は

な

く
、

こ
れ

が
、
算

定

の
基

準

は

な

い
。

よ

っ
て
僅

に
、
時

系
列

の
グ

ラ

フ
に

律

す

る

も。ヨ
。
亀

器
α

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

一ぎ
。
.を

求

め
、
系

列

の
各
項
を

補

整
す

る

よ
り
他

に
道

は
な

い
。

か
く

し

て
、
當

籍

め
た
曲
線

を

、
時

系

列

の
代

・

…

、…

表

値
曲
線

ご
名

づ
け

る
な
ら

ば

、
此

の
曲

線
上

の
値

は

、
少

く
も
、
此

の
系
列

よ
り
見

て
、
與

へ
ら
れ

だ

る
時

に

SimonIくuznets,"OntheAnalysisofTime注 意 す べ き論 文 と しで こ エに 、25)

Series,,,JournaloftheAmericanStatisticalAssociation・Ig28を あ げ る。

Frorence,TheStatisticalMethsdinEconomics-andpoliticalScieuce,London

1929は 此 の 鮎 に 留 意 した 異 色 の あ ろ著 作 と して畢 げ る こ とが 出 来 る 。

26)實 際 に用 ひ ち るL統 計 解 析 法 は 普 通 の統 計 章:1:科書 に説 明 す る所 で あ るか ら 、

こ 玉に は 一 々 あ げ な い 。基 礎 的 な 研 究 書 と して 、中川 友:長 兵 、統 計 研 究 法 の 基



就

い
て
、
最

も

あ

b
得

べ
き

値

ご
考

へ
ら

れ

る
。
蓋

し

、
各
個

の

現
實

の
値

は

、
前

の
假

定

よ
b

す

れ

ば

、

ニ
カ

の
合
成
の
結
果

で
あ
り
、
若
し
、
此
累

列
蓮

論
的
要
求
を
楚

す
べ
き

囚
・
=
・峯

を
示
す
も
の
で
あ
り
ご

す

れ

ば
、

ラ
、
の
各
項

が
箇

別

的

に
有

っ
太

い
・
は

、

・
遷

量

さ
・
可

き
筈

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
・
此

の
あ
り

得

べ
き
値
を
示
す
蕪

を
結

ぶ
曲
線
は
、
そ
の
假
定
　

、
長
期
霧

傾
向
た
ら
ざ
・
を
得
な

い
・
併
し
・
右
の

調

朋

よ
り

螺
鈿

し
得

る
が
如

く
、
時

系

列

の
代

表

値
曲
線

が
、
長
期
憂

動
傾
向

で
あ

る
が

セ

め

に
は

、

二
個

の
條

件

を
満

足

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
。
師

ち

、
.系

列

は

、

理
論

的

に
完

全

な

る

屠
。
一一昏
酔ぞ

を

示
す
も

の
な

る
こ

ど

売

食

、

鋤
・
・,馳
①
団。
一、

せ

・

・

マ、
、

.
・
れ

で

あ

・

。

前

懲

、
後

に
導

・
誉

、
求

留

れ

艦

長

潮

影

傾

向

の
有

つ
意

味

の
限
界

を

定

め

る
鮎

に
重

要

で
あ

り

、
形
式

的

、
實
質

的

に

、
吟
味

し
得

る
。
併

し

、
後

者
は

こ

れ
が
吟
味
の
基
準
姦

理
的
袋

む
る
・
叢

出
来
な
い
。
勿
論
、
里

姦

の
曲
線
で
あ
れ
ば
・
そ
の
肇

偏

差
の
羨

は
、
飾帰
す
・
程
度
の
比
較
の
輩

に
な
・
で
あ
ら
　
。
併
し
、
姦

を
脅

す
れ
ば
益

々
よ
く

掌

る
の
で
あ
、
か
ら
、
砦

限
界
を
定
め
讐

窮

何
に
す
れ
ば
、
求
む
・

・藁

葺

が
可
能

で
あ
・
か
の
限
界
は

實
は
、
鑑

的
の
懇

で
は
な
い
の
で
あ
・
。
蓋
し
、

両

限

り
の
、
難

的
な
・
作
用
そ
の
も
の
が
輩

に
・

数

理

的

に
定

め
得

る
も

の

で
な

い
か
ら

で
あ

る
。

帥

ち

、
か

、
る
運

動
を

ば
、
経
済

上

の
問

題

ご
し

て
、
如

何
な

る
性

質

を
有

つ
も

の
な

る
か

が
、
理

論
的

に
解

決

さ
れ

蒔

、
我

々
は
、

如
何

に
す

れ
ば

、
然

ら

ざ

・
運

動

の
輩

を
除

却

し
得

・
か
も
定

　

・
.此

の
時

に

・

統
計
學
の
叢

と
し
て
の
景
蠢

動
の
研
究

第
三
+
二
巷

一
八
九

第

一
號

天

九

礎 、 小倉博 士 、統 計學(改 造 杜版)を あ げ 署、。



統
計
學

の
課
題

と
し
て
の
景
気
壁
動

の
研
究

第

三
十
二
巻

一
九
〇

第

一
號

一
九
Q

敷

學
的

に

単
二
。・αq
一。
一6
ゴ

の
方

法

を
如
何

に
採
用

す
、べ
き
か
も

、
自

ら

定

ま
り

.
初

め
て
、
歎

理
的
解

析

の
問
題

に

入

る
の
で
あ

る
。
併

し
な

が
ら

、
我

々

の
、
實

際

の
統
計

的

研
究

に
於

て
は

、

か

、
る
経

済

上

の
基

準

の
理
論
的

に
存
在
す

る

に
も
拘

ら
す

、
具

鰹

的

に
此

の
基

準

を
輿

へ
る

こ
ご
は
、

理

論
的
認
識

の
不

足
或

は
研
究

の
不
充
分

か
ら
、
甚

だ
困
難

で
あ

る
か

、
或

は
、

現
實

の
資

料

の
不

足

の
た

め

に
、
不

可
能

或

は
困
難

の
場

合

が
少

な

く
な

い
。
從

っ
て
か

、
る
経
済

的

基

準

が
、
極

め
て
抽
象

的
、

一
般

的
規

定

の
採

用

の
下

に
成

り
、
現
質

の
時
系

列

に

射

し

て
適

確

な

15
基

準

ご
な

り
得

な

い
で

め
ら

う

が
、
斯

學

の
現

況

に
於

て
止

む
を
得

繍

こ
ご
で
あ

る
。
此

の
結

果

は

、
次

の

こ
ご
を
結

論

せ
し

む

る
。
即

ち
、
.我

々
は

、
現
在

に
於

て
は

、
長

期
憂

動
傾

向

は

、
極

め
て
軍
純

な

る
時

系
列

の
代

表

値
曲

線

に
よ
り
求

む

べ
き

で
あ

る
ご
。
蓋

し

、
精

密

な

ら
し

む

る
理
論

的
根
慷

な

く

、
ま

た
資

料

の
正
確

性

は

、
し

か
く
綿

密

な

る
計

算

に
堪

ふ

る
も

の
で
は
な

い
か
ち

で
あ

る
。

時

系

列

の
代
表

値

の
曲

線

は

、
そ

れ
自

膿

、
言
葉

の
示
す
様

に

・。2
三
舞

器

口
α

で
あ

る
ビ
し

て
扱

は

れ
得

る

が
、

か

く
解

す

る

こ
ご
は
、

本
質

的

に
は

、
そ

の
系

列

の
範

園
内

に
於

て
、

か
く
解

さ

る

、
に
ご

Ψ
ま

り

、

そ
れ

以

上

の
意

味

を

有

つ
も

の

で
な

い
こ

ご
は

、
注
意

せ

ね
ば
な

ら

顔
。
併

も

、
質

際

に
は

、
長
期

獲
動

傾
向

は

、
循

環
期

算
定

の
過

程

こ
し

て

の

一
計
算

こ
し

て
普

通

に
問
題

こ
な

る
。
此

の
場

合

、
實
際

値

の
、
長
期

愛

動
傾

向

よ

　

り

の
偏
差

が
、
循

環
期

ご
考

へ
ら

れ

る
。
此

の
意

味

に
於

て
長

期

鍵

動
傾
向

の
求

め
方

は

、

一
般

的

に
は
、

上

記

の
規

定

に
よ

る
も

の

で
あ

る
が

、
具
膿

的

に
は

、
問

題

が
、
循

環

的

運
行
を

求

め
る
も

の
な

る
が
故

に

、
右

の
偏

条 拙課 、輕 濟統計綱要二三一頁参照



.喝愚
『慧
嶺
淵

叢

が
、
出
来

る
だ
け

、
滑

ら

か
な

、
規

則
正

し

い
循
環

的
運
行

を

示
す
様

な

、
時

系
列

の
代
表

値
曲

線

を
求

む

る

方

が
よ

い
筈

で
あ

る
。
私

は

、
具
腱

的

な

、
便
宜

上

の
基

準

ご

し

て
、
曲

線

の

津

の
問

題
を
離

れ

て
、
此

の
基

節

準
を

用

ひ

π

い
ご
思

ふ
。
な

ほ

、
長

期

鍵

動

傾
向

に
就

い
て
は
長

き
週

期

を
有

つ
循

環

的
運
行

ざ
の
關
係

、
循
環

期

に
就

い
て
は

、

そ
の
週

期

の
測
定

、
循
環

的
運
行

に
封
ず

る
曲

線

の
當
籍

め
、
更

に
、
循

環
期

の
間

の
關

係

を

測

る
相
聞

の
方

法

に
關

す

る
問

題
等

ご
共

に
馬

月
を

軍
位

こ
す

る
時
系

列

に
就

い
て
、
季
節

的
墾

動
及

び
そ

の
長

期

憂
動

傾
向

等

の
関

係

に
就

い
て
、

本
文

の
限

り

に
於

て
も

論
及
す

べ
き
問

題
を
有

つ
が
、

こ

、
に
ば

、
紙

面

の

關
係

上

、
根

本

的
な

る
長

期
憂

動
傾

向

を

一
般

的

に
論
ず

る
に

ビ

W・
め
、
他

は

、
稿

を

改

め

て
、

個

々
の
問

題

に

就

い
て

詳
論

し

た

い
ご
思

ふ
。

か
く

し

て
、
循

環
期

を

求

め
把
場

合

、
各
個

の
系

列

の
合

成
を

行

ふ
が
普

遍

で
あ

る
。
併

し

、

か

、
る
合

成

の

意

味

ざ
根

擦

は
何

虚

に
在

る
か

。
少

く

も

こ
の

こ

ご
は

、
輩

一
の
系

列

の
示
す

循
環
期

は
、
求

む

る
循
環
期

に
濁

し

、
特

殊

性

を
有

つ
が
故

に
、
そ

の
特

殊
性

を
除

却

す

み

目
的
を
有

つ
も

の
ご
考

へ
ら
れ

る
。
然

ら
ば
求

む

る
循

環

期

は
如

何

な

る
循
環

期

か
、
ま

た

、
各
個
系

列

の
循
環
期

の
特
殊

的
オ

る

こ
ご
は

、
具
膿

的

に
如

何

に
し

て
知

ら

る

～
か
等

の
事

が
、
説

明

さ
れ
、

合
成

の
方

法

が
決

定

さ
れ

る
。
従

来

の
研

究

に
於

い
て
は

、
此

等

の
黙

に
就

い
て

、
我

々
を

首
肯

せ
し
む

る
研
究

ご
説

明

ざ
を
鉄

い
て

る

る
。
殊

に
、
景
気

指
敷

ビ
稽

せ
ら

る

、
も

の

、
如

き

　

に
於

て
、
我

々
は

、
そ

れ

が
何
を
意

味

す

る
か
、
全

く
理
解

し
得

漁
場
合

が
甚

だ
多

い
。

統
計
墨

の
課
題

と
し
て
の
景
氣
攣
動

の
研
究

第

三
十
二
巻

一
九

胃

第

一
號

{
九

一
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一
九
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第
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號

一
九
二

七

以
上

に
依
b

、

私
は

、
景
気

鍵
動

の
統
計

的
研
究

の
性

質

を

見

、
ま

た
、
そ

の
研
究

の
過
程
及

び
、
そ

の
間

に

生

す

る
統

計
學

上

の
問

題
を

提

示

し
來

つ
π
。

そ

し
て

、
私

は

、
此

等

の
研
究

に
於

け

る
統
計

方

法
上

の
問

題

が

統
計

學

に
於

け

る
形

式

的
な

理

論

、
或

は
、
数

理
的
方

法

の
み

に

て
は
解
決

せ
ら

れ
す

、
逆

に

、
そ

れ
ら

は
、
何

れ
も

、
封
象

の
解
剖

分
析
を

根

本

的

に
行

ひ
得

る
理
論
-

経
済

理
論

の
把
握

さ

る

、
場

合

に

の
み
、
可
能

ざ
な

る

こ
ご
を

明

ら

か

に
し

π

つ
も

り

で

あ

る
。

こ

の
こ
ご
は

、
私

が
、
先

に
統
計

方
法

及

び
統
計

的

研
究

の
性

質
を

一

般

的

に
論

じ
把

こ
ご

に
封
ず

る
具

膿

的
な

る
例
謹

で
あ

る
。

最
後

に
残

る
問

題

は

、
常

に
問
題

ξ

る
所

の
、
ピ

・
ネ

ス

・
バ

・
メ
去

-

の
性

質

で
あ

る
。

一
般

的
性

質

は

統
計

的

研
究

の

一
般

的
性

質

よ

b
明
瞭

で
あ

り

、
既

に
前

述

し

把
所

で
あ

る
。
そ

れ

に
も
拘

は

ら
す

、
人

々
の
疑

問

を
有

つ
こ

ご
は

、
そ

の
豫

測
性

に
就

い
て

で
あ

る
。

こ

の

こ
ご
は
、
統

計

法
則

の
性

質

を

理
解
す

れ

ば
、
問

題

の
鯨
地

は

な

い
ご
思

ふ
が
、
簡
軍

に
述

べ
て
、
本

稿

を
了

り

た

い
ご
思

ふ
。

統
計

的
研

究

の
結

果

は

、
所

謂
統
計

法

則

こ
し

て
與

へ
ら

れ

る
が
、

こ
れ

は

一
の
画
数

的
依

存
関
係

の
記

載

に

他

な

ら
な

い
。
而

し

て

、
か

、
る
關

係

が
、
そ

の
研
究

せ
ら

れ

把

る
系

列

に
就

い
て
要

當
す

る
の

で
、

こ
れ

が
系

列

外

の
場

合

に
も
安

富

せ
ん

が
た

め

に
は

、
系

列

こ
し

て
表

現

せ
ら

れ

柁

、
そ

の

囚
。
=
野
ユ
く

の
各

因
子

に
同

じ

き
も

の

で

あ

る
こ

ご
が
讃
明

せ
ら

れ
ね

ば
な
ら

諏
。
併

し

こ
の

こ
ど
は

、
矛

盾

し

把
要

求

で
あ

る
。
蓋

し

か

、
る

難鰹難業藩欝欝鷺灘叢
Cycles参 照

な ほForecastingの 問 題 に 就)、 て は



詮
明
が
可
能
で
ゐ
る
程

ι、
事
象
の
分
析
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
統
計
的
研
究
自
韓
、
此
の
場
合
、
無
用
だ
か
ら
で

あ
る
。
故
に
、
消
極
的
に
1

系
列
の
因
子
さ
、
匝
別
し
て
論
令
ぺ
き
、
特
別
な
る
事
情
の
存
在
せ
e
さ
る
こ
ぜ
を
謹

明
す
る
か
、
或
は
、
此
の
内
C
]
}
m
r
z
〈
が
、
一
理
論
的
に
充
分
に
健
件
を
満
足
す
る
所
の
完
全
な
も
の
で
あ
る
か
の

場
合
に
、
得
た
結
果
を
以
っ
て
、
他
の
場
合
を
推
し
得
る
で
あ
ら
う
。
統
計
的
研
究
は
、
理
想
ぜ
し
て
後
者
を
出

来
る
限
h
J
満
足
す
る
要
求
を
有
つ
。
た
Y
統
計
資
料
の
限
界
は
、
止
な
を
得
な
い
。
我
々
は
、
こ
れ
を
越
へ
て
迄

も
此
の
要
求
を
満
足
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
我
々
の
な
し
得
る
こ
さ
は
、
既
に
繰
り
か
へ
し
、
述
ぺ
忙
様
に
、

理
論
的
に
根
醸
の
あ
る
、
そ
の
要
求
を
充
分
に
満
足
す
る
統
計
的
研
究
ぞ
行
ふ
こ
ぜ
で
あ
ゐ
。
此
の
こ
ご
は
、
そ

ω結
果
の
有
コ
翫
昧
吋
¥
そ
の
一
限
界
を
明
，
W
仁
す
る
。

v
f
し
て
他
方
、
出
来
ゐ
村
い
け
の
酷
し
か
ら
し
ち
念
日
円
J

て
、
消
極
的
謹
明
を
行
ふ
な
ら
ば
、
そ
の
諜
測
の
可
能
限
界
も
明
白
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
在
の
考
ふ
る
所
に
依
れ

ば
、
統
計
に
よ
る
諜
測
の
可
能
如
何
ざ
か
、
統
計
的
研
究
に
よ
る
諜
測
の
可
能
如
何
ご
云
ふ
様
な
抽
象
的
な
論
議

は
無
意
味
で
あ
る
。

然
る
に
現
在
の
景
気
麓
勤
の
統
計
的
研
究
に
於
て
は
、
ぞ
の
具
睡
的
の
方
法
の
み
な
ら
や
、
そ
の
根
本
的
な
る

経
済
理
論
に
、
甚
だ
腰
昧
な
る
結
を
見
る
。
此
の
こ
さ
は
、
我
々
を
し
て
、
そ
の
結
果
が
何
を
語
る
か
に
就
い
て

甚
だ
多
く
の
疑
問
を
戚
性
し
め
る
。
た
V
A

、
此
等
の
研
究
に
は
理
論
で
は
な
〈
、
多
大
の
鰹
験
が
織
り
込
ま
れ
、

ピ
ジ
ヰ
ス
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
作
成
に
も
、
ぞ
の
使
用
に
も
、
れ
μ

、
る
買
際
の
経
験
が
物
を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
さ

思
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
在
の
問
題
外
ぎ
す
る
所
で
あ
る
。
在
は
、
此
の
一
篇
に
依
り
、
此
等
の
研
究
の
表
面
を
見

た
に
過
ぎ
ぬ
。
更
仁
改
め
て
、
そ
の
分
析
を
積
り
た
い
さ
思
ふ
。
(
一
九
三
0
・
二
二
工
』
)
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